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このグラフは、 中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比ぺたライフサイクル 排出量の目安
で示したものです
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建物外皮の 自然エネ 設備システ 効率的

これは 静岡 年版による評価結果である。

建築物の環境品質については、ゆとりが有り維持管理のしやすい空間とすることで環境品質が向上するよう努めて

いる。

外皮の熱性能の向上に努めている。
~ 

有害物質を含まない材料の使用に努めるなどして環境へ 十分に検討され配慮された駐車場計画や光害対策など、

の悪影響の低減を圏っている。 1周辺環境の保全に取組んでいる。

■ CASBEE: Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency (建築環境総合性能評価システム）

■ Q: Quality (建築物の環境品質）、 L:Load (建築物の環境負荷）、 LR:Load Reduction (建築物の環境負荷低減性）、 BEE:Built Environment Efficiency (建築物の環境効率）
■「ライフサイクルco,」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酪化炭素排出量のこと

■評価対象のライフサイクルco,排出量は、 Q2、LR1、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される
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